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伝世 3写本の扉・余白書込みの基礎的分析に基づく考察
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This paper aims to reconstruct the production and management of the three 
existing copies of Ṣarīḥ al-Milk, the first comprehensive inventory of the real 
estate of Shaykh Ṣafī al-Dīn Ardabīlī’s shrine compiled by ʿAbdī Beg during 
Shāh Ṭahmāsb’s reign (1524–76), through an analysis of notes on their title 
pages and margins.

ʿAbdī I (National Museum of Iran, Ms. 3718), as Alexander Morton 
pointed out, was produced immediately after the compilation of Ṣarīḥ al-Milk 
and dedicated to Ṭahmāsb, and then donated by his grandson Shāh ʿAbbās 
to the Shrine in 1608. ʿAbdī I, which bore Ṭahmāsb’s seal at the top of its first 
page and ʿAbbās’s waqf record on its title page, was stored in the library of the 
new waqf department established by ʿAbbās in the shrine and treated as “the 
Original” of Ṣarīḥ al-Milk.

ʿAbdī II (National Museum of Iran, Ms. 3719), which was used in the practical  
management of the Shrine’s property, was prepared from a manuscript in 
which the errors of ʿAbdī I were repaired. A great deal of information relating 
to the Shrine’s real estate, particularly the results of a comprehensive survey 
of the endowments during the reign of ʿAbbās II (1642–66), were added to 
its margins, updating the information in Ṣarīḥ al-Milk. The notes on the title 
pages of ʿAbdī III (National Library of Iran, Ms. 2734) suggest that ʿAbdī II 
was sent to the Safavid court in 1090/1679 and, after being kept in the Royal 
Warehouse for about twenty-five years, was approved as an official copy of 
Ṣarīḥ al-Milk in 1109/1697–8, by having a copy of Ṭahmāsb’s seal and ʿAbbās’s 
waqf record transcribed from ʿAbdī I in the shrine. ʿAbdī III was then produced 
from ʿAbdī II as a revised copy of Ṣarīḥ al-Milk.

The three extant copied of Ṣarīḥ al-Milk show that in the Safavid era, copies  
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はじめに

本稿の目的は，16世紀後半に編纂された
サフィー廟の最初の総合的な不動産目録，ア
ブディー・ベグ版不動産目録 Ṣarīḥ al-Milk

（以下，不動産目録と呼ぶ）の伝世 3写本（イ
ラン国立博物館写本 3718＝ʿAbdī I，同 3719
＝ʿAbdī II，イラン国立図書館写本 2734＝
ʿAbdī III）の作成経緯を，扉［fol. 1a］およ
びコロフォン，そして ʿAbdī II，ʿAbdī IIIに
加筆された余白書き込みから可能な限り再構
成することである。
本論集「解題」でも指摘された通り，サファ
ヴィー教団時代からサファヴィー朝初期にか
けてのサフィー廟の歴史研究において，アブ
ディー・ベグ版不動産目録は古くから用いら
れてきた主要史料である。しかし，不動産目

録を用いた代表的研究は，専ら不動産目録本
文の情報が示すサフィー廟の不動産獲得，そ
してそのプロセスが示す教団と廟の発展，政
治権力や地域社会との関係に関心を向けてお
り，伝世 3写本が持つ相違，就中その著し
い特徴である扉と余白の書き込みは，これま
でほとんど検討されてこなかった1）。これは，
不動産目録の編纂後，サフィー廟の財産管理
の中で，不動産目録の写本がどのように作成
され，利用・管理されていたのかという問題
が，本格的に問われてこなかったことを示し
ていよう。しかし，サフィー廟のワクフ財管
理制度に深く関わる当該史料の性質とその伝
える情報を正しくとらえ利用するためには，
伝世写本の作成・管理方法と余白書き込みの
役割がいかなるものであったのかを検討する
ことが，まず行うべき基礎的作業のはずである。

of Ṣarīḥ al-Milk were managed in a strict manner as the basic material for the 
management of the Shrine’s property, in which ʿAbdī I was regarded as “the 
Original” and the other manuscripts as “copies” of it, with the Ṭahmāsb’s seal 
and ʿAbbās’s waqf record as signs of its legitimacy.

はじめに
1． 不動産目録 3写本の成立：写本作成・管
理方法再構成の試み

　1.1 謹呈用写本，「原本」としての ʿAbdī I
　1.2 �ʿAbdī II，ʿAbdī IIIが示す不動産目録写

本の作成・管理
2． ʿAbdī II，ʿAbdī III余白書き込みが示す
不動産目録改訂版の作成と写本の管理

　2.1 余白書き込みの方法
　2.2 書き込みの種類とその背景
　　2.2.1 占有（taṣarruf）記録
　　2.2.2 管理状況
　　2.2.3 物件情報の追加，物件の追加
　　2.2.4 文書調査記録
おわりに

1）	 アブディー版不動産目録写本を最初に用いた研究はMorton 1974，Aubin 1976–77であるが，不
動産目録に基づきタフマースブ期のサフィー廟の建築を再構成したMorton 1974は，3写本の関
係に関する仮説を最初に示し ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの余白書き込みにも言及しているものの，その詳
細を検討することはしていない。サファヴィー教団と政治権力・社会の関係に関する研究に最初に
不動産目録を用いた Aubin 1976–77は ʿAbdī I写本を，サファヴィー教団時代のサフィー廟の財の
発展と政治権力・アルダビール地域社会の関係をさらに徹底的に解明したGronke 1993は ʿAbdī I，
ʿAbdī III，サファヴィー朝期支配層女性の廟への寄進活動に関する Zarinebaf-Shahr 1998は ʿAbdī 
I，ʿAbdī II，サファヴィー朝期のサフィー廟の建築の発展に関する Rizvi 2000, 2011は ʿAbdī I，ま
たサフィー廟とその運営制度に関する近年の包括的研究 Luṭfī 1395Khは ʿAbdī IIIを使用している
が，3写本すべてをその余白書き込みの異同も含めて本格的に研究対象としている研究はこれまで
のところ現れていない。



41渡部良子：アブディー・ベグ版不動産目録写本の作成と管理

不動産目録の伝世 3写本の成立経緯に関
する仮説としては，この史料を最初に本格的
に紹介・利用した A.モートンが特に ʿAbdī 
Iの位置付けを中心とした見解を示している
［Morton 1974: 33–35］。そこで本稿では，
まず 3写本の扉・コロフォンの記載情報を整
理し，3写本の作成経緯を可能な限り再構成
する。そして，この写本作成がなぜ行われた
のか，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの余白書き込みの
分類とその加筆方法の検討を通し考察する。
ただ，以下本論で具体的に示していくよう
に，不動産目録写本の利用の実態に光を当て
るには，現在閲覧が容易ではないアルダビー
ル文書をはじめ様々な史料との照合が必要で
あり，写本中の記載情報のみから明らかにな
ることには限界がある。よって本稿の目的は，
まずこれまで行われてこなかった 3写本の
扉・余白書き込みの情報を整理することで，
現時点で再構成できる写本作成経緯の仮説を
提示し，今後の研究の基盤作りをすることに
あることを，予め断っておきたい。

1．不動産目録 3写本の成立： 
写本作成・管理方法再構成の試み

不動産目録伝世 3写本 ʿAbdī I，ʿAbdī II，
ʿAbdī IIIの重要な特徴は，いずれも開始部
（第 1フォリオ裏面［1b］，序文 basmalaの
上）にシャー・タフマースブ 1世の印章の写
しが，そして扉（第 1フォリオ表［1a］）右
上部にシャー・アッバース 1世のワクフ記録
が書き込まれていることである。これは以下
に見ていく通り，サフィー廟財産管理制度の
中で，ʿAbdī Iから ʿAbdī II，ʿAbdī IIIへ書写
されたと考えられる。3写本のタフマースブ
印・扉・コロフォンの記載情報・その他の形
態上の特徴をまとめたものが［資料 1-1］で
あり，この情報に基づき 3写本の成立と相互
関係を再構成した年表が［資料 1-2］である。
これに基づき，まず 3写本がどのように作
成・管理されてきたと考えられるのか，可能

な限り再構成しよう（不動産目録の構成につ
いては，本論集「解題」参照）。

1.1 謹呈用写本，「原本」としての ʿAbdī I
モートンは，ʿAbdī Iを原本（original）か
原本完成後すぐ作成され，タフマースブに
献呈された写本ととらえている［Morton 
1974: 33–34］。この仮説は，以下のような点
からも支持することができるだろう（［資料
1-1］参照）。
・ 多色のインクを用い端麗な書体で丁寧に作
成された写本であり，開始部［1b］にタ
フマースブ印が捺されていた（後に破り取
られ，手書きの模写に変わる，後述）。
・ 後続 2写本 ʿAbdī II，ʿAbdī III扉に見える
写本作成に関する注記や「原本（aṣl）」へ
の言及・照合記録がない。
・ コロフォンは 2箇所，終章［A-1］と終章
附記［A-2］末尾に付され，［A-2］には編
者アブディーの名が自称として記載され
ているが，後続 2写本の同箇所では，「不
動産目録編者の手跡写し（ṣūrat-i khaṭṭ-i 
jāmiʿ-i ṣarīḥ al-milk）」［B-2］［C-2］となっ
ている。これは ʿAbdī Iが，編者アブディー
が自ら関わって（書写を行ったかは不明で
あるものの）作成した写本であると推測す
る根拠となるのではないだろうか。
ただしこの写本には重大な欠陥もあり，そ
れは第 1部アルダビール郡部の第 4物件イ
ブラーヒームアーバード Ibrāhīmābād村の
項目が丸ごと欠落していることである。イブ
ラーヒームアーバード村は，サフィー廟の
財を増大させた第 2代教団長サドル・アッ
ディーンの子シハーブ・アッディーン・マフ
ムードのワクフ文書の写しを収録し，そのワ 
クフ物件に含まれた諸村の来歴の典拠として
たびたび言及される項目だが［ʿAbdī I: 44a–
44b, 71b–72a, 121b–122a］，もとの項目が存
在しないため写本の内容に矛盾をきたす要因
になっている。このほか，第 1部アゼルバイ 
ジャン地方ギャルムルードの物件の Shāhmīr， 
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Ṭārūn，Sharafābādの配列，第 2部ガンジャ
の位置がアルファベット順になっていないこ
とが該当箇所の余白に赤字で注記されている
という，細部の誤りの修正もある2）。これら
は恐らくアブディーが完成した不動産目録の
手稿本から ʿAbdī Iが作成される際，写し落
としが生じた，また配列の誤りが発見された
と推測できる。しかしこれもまた ʿAbdī Iが
不動産目録完成後間もなく，謹呈用に作成さ
れた写本だという仮説の傍証にできるだろう。
開始部のタフマースブ印は，謹呈後捺印さ
れたものと考えられる。その後シャー・アッ
バースによるワクフまでの ʿAbdī Iの保管場
所について伝える情報はないが，恐らくは
アッバースの蔵書となるまで，宮廷の図書館
に保管されていたと推測できる。アッバー
スは 1017/1608年にレザー廟をはじめ「無
謬の 14人（chahārdah Maʿṣūm，シーア派
の崇敬の対象である預言者ムハンマドとそ
の娘ファーティマおよび歴代 12イマーム）」
のための大規模なワクフを行い，その中で
サフィー廟に対しても「新部門（sarkār-i 
jadīdī）」により管理される新たな不動産（本
論集近藤論文参照）と，多数の写本を含む動
産が寄進される3）。ʿAbdī Iはこれらの写本と
ともにサフィー廟にワクフされた。扉に書き
込まれた，廟からの帯出を禁じる呪詛文言
（イマーム・フサインの血の復讐を受ける）

を伴うワクフの記録［A-4］は，アッバース

の他のワクフ写本と同じものであることを，
モートンは指摘している［Morton1974: 35 
n. 32］4）。ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの扉やコロフォ
ンの注記において ʿAbdī Iの保管場所として
言及される「新部門の図書館（kitābkhāna-ʾi 
sarkār-i jadīdī）」［B-8, C-8］とは，アッバー
スの寄進により成立した廟の蔵書群を指して
いると考えられよう。
以後，ʿAbdī Iはサフィー廟の中で，加筆が
行われることなく保管され，以後見ていくよ
うに，後続 2写本の中で aṣlまたは nuskha-ʾi  
aṣl，すなわち「原本」と呼ばれる写本とし
て位置付けられていくことになる5）。ʿAbdī I
には，総フォリオ数を示す注記が 3箇所ある。
まず扉［A-5］に写本全体の葉数（「書かれ
たページの数 ʿadad-i awrāq wa kutub」）が 
175葉と記され，不動産目録本体の末尾に
あたる終章附記コロフォン［A-2］に「神聖
なる敷居の旧部門の不動産目録の総ページ
数（majmūʿ-i awrāq-i ṣarīḥ al-milk-i sarkār-i 
qadīmī-i āstāna-ʾi muqaddasa）」［172a］ と
して 172葉，そしてアブディーが序文で不
動産目録に合冊すると予告した「別の作品」
の 1つであるシャー・イスマーイールの「慈
善の食事（āsh-i ḥalāl）」の目録（ʿAbdī Iで
は乱丁で第 2部に紛れ込んでいる）末尾にあ
たる第 3フォリオ下部に「サーヒブ・キラー
ン（＝シャー・イスマーイール）の部門の
不動産目録の葉数（‘adad-i awrāq-i ṣarīḥ al-

2）	 前者では Shāhmīrの項目末尾（ページ最終部）に続けて「Shāhmīr枝村の後に Sharafābād，そ
れから Ṭārūn村が書かれるべきであった。これゆえ Ṭārūn - Sharafābādの後に「前」「後」の記
号が書かれている」と記され［121a］，続く Ṭārūn，Sharafābād項目表題脇に「後（muʾakhkhar）」
「前（muqaddam）」と書き込まれている［121b–122a］。後者では第2部ガンジャの項目表題脇に「部
の配列に基づきMarāghaとMughānātの前に書かれるべきであった」とある［154a］。いずれも
本文と同筆跡と考えられる赤字の丁寧な書き込みである。前者は後続写本で修正されているが，後
者はそのままである（次節後述）。

3）	 1608年のアッバースの寄進に関してはMorton［1974: 35］，McChesney［1981: 170–175］および
本論集守川論文第 2章参照。

4）	 イラン国立博物館所蔵のḤāfiẓ Abrūの歴史書Majmaʿ al-Tavārīkh写本（Ms. 3723）には，印形を
伴う本物のアッバースのワクフ記録があるとのことである。イラン・ロシア戦争の最中の 1828年
にアルダビールはロシア軍に占領されサフィー廟の写本の多数が略奪された。サンクトペテルブル
ク図書館には 1852点に上る旧サフィー廟所蔵の写本が所蔵されている［Bockholt 2019: 58 n.14］。

5）	 写本の余白には異なる粗い筆跡による加筆が数箇所あるが，これらは ʿAbdī II，IIIには継承されて
おらず，サファヴィー朝期の廟不動産管理とは関わりのない経緯で書き込まれたものと考えられる。
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milk）は支出の項（ḥarf-i kharj）が記載され
た最終葉と合わせて，4葉」の数字が示され
ている。この 3つのフォリオ数は，実際の写
本全体のフォリオ数，（「慈善の食事」除く）

不動産目録本体のフォリオ数，「慈善の食事」
のフォリオ数とほぼ対応・一致しており，ま
た不動産目録部分が「旧部門の不動産目録」
と呼ばれていることは，アッバースによるサ
フィー廟ワクフの「新部門」の設立に伴い，
タフマースブ期までの廟不動産が「旧部門」
の管轄とされたことに対応している（近藤論
文参照）。つまりこのフォリオ数注記はアッ
バース時代以後書き込まれ，以後写本には増
補等の改変は生じなかったものと考えられ
る。同様の総フォリオ数確認記録は，後述 2
写本でも行われている6）。
しかしその後，数奇な運命と言うべきこと
だが，ʿAbdī Iは盗み出され第 1フォリオの
開始部のタフマースブ印がある箇所を破り取
られるという事故に遭うのである。破られた
第 1フォリオは紙が継がれ，タフマースブ印
があった箇所には「天国に住うお方，シャー・
タフマースブ ––彼に神の慈悲があらんこと
を ––の吉兆の印章の場所」と書かれて，傍
に「この吉兆の印章の場所は，盗人達が持
ち去った」との注記がある［A-6］［Morton 
1974: 35 nn. 29, 30］。同じく上部が破り取ら
れた扉のアッバースのワクフ記録も原型を再
現するように補修されているが，もとの紙の
残部にはインクを水で拭い取ったような黒
ずみがあり，ワクフ記録は一旦消された上
に，書き直されたと考えられる。写本には第
1フォリオの前に 2葉の白紙が挿入されてい
るが，その第 1葉の上部にもインクを水で消
し去った跡があり，その脇に「記録された文
言（żābiṭa-’i kalamāt）の一部を盗人たちが
黒く［消］した」との注記がある［A-3］。
この破損と補修が行われた時期は不明であ

り，モートンは 17世紀または 18世紀だろ
うとしている［ibid.: 35 n. 33］。ʿAbdī IIの
タフマースブ印写しには ʿAbdī Iの印形が補
修であることは言及されておらず，盗難は少
なくとも次節に説明する ʿAbdī IIへの印形書
写の後に起きたのではないだろうか（ʿAbdī 
IIIの印形は，今回利用した写本画像では確
認できなかった）。写本の正当性とワクフの
印を抹消しようとしたかのような破損は偶然
か，意図的に行われたのかは不明であるが，
しかしこの事件とその後の補修のありようか
らも，（廟財産管理に利用されていた形跡の
ない）ʿAbdī Iが，厳重に保管される「原本」
の位置にある写本であったことが窺われよう。

1.2  ʿAbdī II，ʿAbdī IIIが示す不動産目録写
本の作成・管理

ʿAbdī Iの後，17世紀～18世紀初のサフィー
廟財産管理体制の中で作成されたのが，残る
2点の伝世写本 ʿAbdī II，ʿAbdī IIIである。
ʿAbdī IIは書写年の記載は無いが，余白に
アッバース 2世期の 1072/1661–2年，1074/ 
1663–4年の廟保管文書調査の記録の書き込
み（後述）を多数持つことから，それ以前に
作成されたと考えられる。書写底本を示唆す
る情報は見当たらないが，ʿAbdī IIには ʿAbdī 
Iとは次のような違いがある。
① ʿAbdī Iに欠落していたイブラーヒーム
アーバード村の項目が補訂され，第 1部
ギャルムルードの項目配列が修正され注記
が省かれている。しかし第 2部ガンジャの
配列誤りは修正されておらず，ʿAbdī Iの
注記もない。
② テキスト全体に特徴的な異同がある（女性
の尊称KhātūnがKhvātūnとなっている）。
ʿAbdī Iがアッバース期までサファヴィー
朝君主の蔵書となっていたことを考えると，
その間，廟に不動産目録写本が保管・利用さ

6）	 ʿAbdī IIには 3回のフォリオ数確認記録［B-4］［B-5］［B-6］，ʿAbdī IIIには 2回［C-3］［C-6］の
記録がある。［B-4］にのみ日付（1199/1784–5）があるが，これは誤記でなければサファヴィー朝
滅亡後である。
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れていなかったとは考えにくい。これらを勘
案すれば，ʿAbdī IIの書写底本は，現存が確
認されていない，ʿAbdī Iの欠落を修正した
廟保管写本だった可能性が考えられる。また
ʿAbdī IIは，ʿAbdī Iで空欄となっている「慈
善の食事」第 2部「証書・文書が今後調査さ
れる項」に 2件の物件情報が増補され，その
後 1葉の白紙を挟みアッバース 1世時代に発
見された『ティムールのワクフ文書』（本論 
集杉山雅樹論文参照）の写しを併録している。 
筆者が見る限り筆跡は不動産目録本編と同一
であり，時代を経たのち写本に追加されたも
のとは考えにくい。よって ʿAbdī IIは，アッ
バース 1世期以後の作成であろう。そして次
章に見るように，多数の複数筆跡による余白
書き込みがあり，廟不動産管理の中で実際に
利用された写本であったことは明白である。
ʿAbdī IIIは，写本末尾最終ページに 1115

年ジュマーダー・アッサーニー月/1703年
10–11月に完成したという写字生によるコ
ロフォン・捺印［C-4］と 1115年同月 17日
/1703年 10月 28日に管財人へ引き渡され
たとの扉の注記［C-7］がある。テキストは
ʿAbdī IIの系統であり，ʿAbdī IIの「慈善の
食事」の加筆および『ティムールのワクフ文
書』を引き継ぎ，また余白書き込みも取り入
れられている（後述）。加えて，『ティムール
のワクフ文書』の後，余白に総フォリオ数
を記載したのち，「この写字者（muntasikh）
は，いと高き奥津城の陛下シャー・タフ
マースブ―神がその証明を輝かせんことを
―の時代に書かれた原本（nuskha-ʾi aṣl）か
ら，神が望み給うならばこの後，前に確認
されるものがこの写本に入れられることに
なる」［390］として，続く写字生コロフォ
ンのある最終ページ［391］に，「その写

し（savād-i ān）が不動産目録の書の間に
ある（ba-jins dar miyān-i kitāb-i ṣarīḥ al-
milk ast）」897/1491–2年付のワクフ文書
（vaqfnāmcha）を書写している7）。
以上の情報を踏まえると，［C-4］コロフォ
ン記載の ʿAbdī IIIの書写年は矛盾なく受け
入れられるものと考えられるが，ただしこの
写本には，扉上部中央および当該コロフォン
のある最終ページ上部右隅にアッバース 1世
の印が捺されているという説明しがたい特徴
がある。本物であればアッバース 1世時代の
写本ということになるが，それは上記の写本
の特徴とは大きな矛盾を生じる。本稿では，
ʿAbdī IIIのテキストが余白書き込みを含め明
らかに ʿAbdī II系統写本であること，写本完
成に関する写字生コロフォン［C-4］と扉の
注記［C-7］の情報に整合性があることから，
記載年号を成立年と見なしておくが，この
アッバース印の印形については，別に解明す
る必要がある（この問題については，本論集
阿部論文でも論じられている）。
ʿAbdī II，IIIの扉には様々な注記があり，
それは「原本」としての ʿAbdī Iをはじめと
する不動産目録写本がサフィー廟財産管理の
中でどのように作成・保管され，またその中
でタフマースブ印・ワクフ記録が書写された
のかを示唆する記述を含む。その意味・背景
を明らかにする手がかりがない注記もあり，
断片的情報から完全な再構成はもとより困難
であるが，以下に可能な限りその情報を整理
しよう。

・写本作成の記録
前述のように ʿAbdī IIにはその作成時期・
経緯に関する情報は見当たらないが，ʿAbdī 
IIIの写字生コロフォン［C-4］および扉の

7）	 この記述は，写しの紙が写本の間に挟まっていたことを意味すると筆者は解釈した。ワクフ文書写
しは表題の下に，当該の写し文書はサドルのディーワーンの帳簿（daftar-i dīvān-i ṣidārat）に記
録された後，サフィー廟の倉庫管理者（taḥvīldār-i khizāna-ʾi jinsī）のMuḥammad Jaʿfarに引き
渡されたとの説明がある。書写された内容はワクフ物件 5村の一覧のみであり，ページ右欄外下に
は印章写しのようなものが見えるが，インクがかすれ写本画像では判読できない。写本現物での確
認を含め，この加筆の来歴の調査は今後の課題である。
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注記［C-7］［C-9］［C-10］には，その作成
プロセスに関わる具体的情報が含まれてい
る。すでに述べた通り，ʿAbdī IIIの書写年号
は，写字生コロフォン［C-4］と扉右上のアッ
バースのワクフ記録の左脇に書き込まれた注
記［C-7］が示しているが，［C-4］は写本が
「作成を命令されたことにより（ba ṭarīq-i 
istiktāb）」，「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi 
ʿāmira）」に登録された写本（nuskha）に基
づき 1115年ジュマーダー・アッサーニー月
に完成したと述べ，［C-7］は写本が同月中に
「御前の近侍である図書館長（muqarrab al-
ḥażrat kitābdār-bāshī）」に託され管財人に
引き渡されたと伝える。muqarrab al-ḥażrat
の称号を持つ図書館長（kitābdār-bāshī）は，
宮廷家政部局（buyūtāt）の一官職であり
［Dastūr: 108］，この記述に基づけば ʿAbdī III
は，サファヴィー朝中央の宮廷図書館で作成
されたと考えられる8）。
一方，扉下半分，ワクフ記録の下に書き込
まれた［C-9］［C-10］は，筆跡が非常に似通っ
た，同一人物により恐らくかなり後代に書き
込まれた注記と考えられる。これらは上記の
ʿAbdī III作成時期からかなり時代を遡る一不
動産目録写本（この写本を Aとする）につ
いての注記である。［C-9］は，「不動産目録 
として有名な，シャイフ・サフィー―彼に神
の慈悲があらんことを―のワクフ文書の写
しから〔作成された〕本（kitāb ʿan savād-i 
vaqfnāmcha-ʾi Shaykh Ṣafī - ʿalayhi al-
raḥma – mashhūr bi- Ṣarīḥ al-Milk）」が，ア
ルダビールの管財人（mutavallī-i Ardabīl）
から宮廷（dargāh-i muʿallā）に送付された
というもので，その写本の紙・判型・装丁
が説明されたのち，「1090年ジュマーダー・
アルアッワル月（1679年 6～7月）収入部
門の栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira-ʾi  

abvāb-i jamʿ）に入れられた」としている。
「この度」のアルダビール（すなわちサフィー
廟）管財人からの宮廷への A写本の送付と，
シャー・スライマーン期（在位 1666–94）に
あたる 1090/1679年の「収入部門の保管庫」
への納付は続いて行われたことなのか（「保
管庫 khizāna」に付された ʿāmiraの形容詞
は君主・宮廷の形容によく用いられる），そ
れとも 1097/1679年付の保管庫への納付と
は写本送付時に判明した写本の来歴情報を
その形態情報とともに記録したものなのか，
この注記の表現からは判然としない。しか
し，この注記で王朝名祖シャイフ・サフィー
に対し全く尊称が用いられていないことは，
1090/1679年サファヴィー朝期に用いられ
る表現としてはあまりに不自然であろう。
［C-9］の廟管財人からの Aの送付は，後
代，可能性としてはサファヴィー朝滅亡後
に行われたものであり，サファヴィー朝期
1090/1679年の「栄えたる保管庫」への納付
の記録は，切り離すべきと考えられる所以で
ある（なお，この注記における写本形態の情
報をいかに解釈すべきかについては，本論集
阿部論文でより詳しく論じられているので，
参照されたい）。
［C-9］の傍らに同筆跡で書かれたと見ら
れる［C-10］は，1097/1686，1107/1695–6
年の 2回の日付に「栄えたる保管庫の調査
を受けた（dākhil-i ʿarż-i khizāna-ʾi ʿāmira  
shud）」という，蔵書インスペクション（ʿarż）9） 

の記録である。主語は無いが，2つの注記
の関連性から，不動産目録写本 Aを指して
いると考えるのが妥当であろう。後述する
ʿAbdī II扉の原本照合記録［B-7, 8］やフォリ
オ数確認記録［B-4, 5, 6］には捺印があるこ
とを考えると，ʿAbdī III作成年以前の日付の
［C-10］が ʿAbdī IIIのインスペクション記録

8）	 ʿAbdī IIIのみにある最末尾のワクフ文書写しのもととなった文書が，「サドルのディーワーンの帳
簿」に記録されたということも，ʿAbdī IIIの書写が中央で行われたと考える手がかりとなる。

9）	 近世イスラーム社会における図書館の蔵書インスペクション（‘arż）については，例えばムガル朝
宮廷図書館の事例に関する Seyller［1997］を参照。
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であるとは考えがたい。一方，1090/1679年
に「栄えたる保管庫」に納付された写本が，
そ の 後 1097/1686，1107/1695–6年 と，10
年単位で行われていたと見られる同一保管庫
のインスペクションを受けていたというの
は，十分ありえることだろう。
ʿAbdī III作成から 25年前の廟から中央へ
運ばれた不動産目録写本に関するこのような
注記が，なぜ ʿAbdī IIIの扉に（恐らく後代，
何らかの資料に基づいて）記されたのか。あ
くまで推測に留まるが，想定できる一つの
仮定は，書写底本についての情報追跡では
ないだろうか。写本 Aが「栄えたる保管庫
（khizāna-ʾi ʿāmira）」に納付・保管されてき
たとする［C-9, 10］の情報は，［C-4］が伝
える ʿAbdī IIIの底本「栄えたる保管庫に登
録されていた写本」と対応する。そしてこの
仮説が妥当だとすれば，廟から中央に送付さ
れ宮廷図書館に保管されていたこの写本とは
ʿAbdī IIか，ʿAbdī IIから書写された同系統
の写本であったということになる。この問題
に関して検討を要するのが，ʿAbdī II扉の原
本（aṣl）との照合記録の注記［B-7］［B-8］と，
ʿAbdī III扉のタフマースブ印とアッバースの
ワクフ記録の書写に言及する注記［C-8］で
ある。

・ 原本との照合とタフマースブ印・ワクフ記
録の書写
本章冒頭に述べた通り，不動産目録伝世 3
写本の顕著な特徴が，いずれもタフマースブ
印の写しとワクフ記録を共有していることで
ある。前節で説明した通り ʿAbdī Iの印形は
（盗難・破損のため現在は写しになっている
が）オリジナルのものであったと見て間違い
なく，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIは ʿAbdī Iから書写
されるという形式を踏んでいると見なせる。
ʿAbdī IIのタフマースブ印写し［B-9］は「司
書（kitābdār）が自らの字で書いた」と注記
があり，ʿAbdī Iを管理する司書の責任で写
されるという，正式な手続きを経て書かれた

ものだったことが分かる。
そしてこの印形書写の手続きに関連する情
報を伝えるのが，ʿAbdī III扉の［C-8］であ
る。［C-8］は［C-9］［C-10］と同様ワクフ
記録の下余白に書き込まれており，また筆跡
も［C-9］［C-10］と非常に似ている。

　かのお方（huwa）：廟から持ち出しては
ならないとの呪詛文言（laʿnat-nāma）が
付された原本（nuskha-ʾi aṣl）は新部門の
図書館（kitābkhāna-ʾi sarkār-i jadīdī）に
保管されているので，ここに述べた写本と
照合され（bā nuskha-ʾi maẕkūr muqābila 
shud），原本の冒頭（ʿunvān）にあった［尊
称略］シャー・タフマースブ―神がその証
明を輝かせんことを―とシャー・アッバー
スの印が「司書…［によって？：一部判読
不可］委ねられた（siparda）。［下線部は
右上に抬頭され，文中では小さな空欄が設
けられている］

ここで言及される，呪詛文言（アッバー
スのワクフ記録）を附され「新部門の図書
館」に保管された「原本」とは ʿAbdī Iで間
違いない。「ここに述べた写本（nuskha-ʾi 
maẕkūr）」が ʿAbdī Iと照合された上でタフ
マースブ印およびアッバース印（恐らくは
アッバース印を伴うワクフ記録を指す）を書
写されたことを説明していると考えられる
が，ʿAbdī IIIが「ここに述べた写本」と呼ば
れるのは不自然であり，［C-9］［C-10］の不
動産目録写本 Aと見なすのが妥当であろう。
［C-8］に日付はないが，この「原本」照合
記録との関連性を推測させる注記が，ʿAbdī 
II扉の以下の原本照合記録［B-7］［B-8］で
ある。

［B-7］「不動産目録原本と一致した写しで
あり，栄えたる保管庫に保管されている
（savād-i muṭābiq-i aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk ast 
ki dar khizāna-ʾi ʿāmira żabṭ ast）［印章］」
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［B-8］「写し（savād）は新部門で栄えた
る図書館に保管されている不動産目録原本
（aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk ki dar sarkār-i jadīdī 
dar kitābkhāna-ʾi ʿāmira żabṭ ast）と一致
する。丑年 1109年ラビー・アルアッワル
月下旬/1697年10月に照合された。［印章］」

この 2注記は筆跡も異なりそれぞれ異なる
印章の印形も伴うことから，実際の原本照合
記録と見なせる。［B-7］の「栄えたる保管庫」
に保管されているのは「写し（savād）」な
のか「不動産目録原本（aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk）」
なのか判然としないが，［B-8］［C-8］で「原
本」の保管場所は新部門の図書館（前節参
照）とされていることから，「栄えたる保管
庫」にあるのは「写し」であろう。この「写
し」は ʿAbdī IIか，また ʿAbdī IIの「写し」（す
なわち ʿAbdī II系統の別写本）なのかもこの
記述のみからは定かではないが，ʿAbdī IIの
「写し」であればそのように記す（「この写本
の写しsavād-i īn nuskha」など）と考えられ，
ここでは「原本」に対し ʿAbdī IIが「写し」
と呼ばれていると見なすことは可能だろう。
これが正しいとすれば，ʿAbdī IIは「栄えた
る保管庫」に保管され，1107/1695–6年，サ
フィー廟に保管されていた「原本」ʿAbdī Iと
照合されたことになる。これは［C-8, 9, 10］
が伝える，恐らく ʿAbdī IIIの書写底本との
関連が考えられる不動産目録写本 Aの来歴
とかなり一致する。また［C-8］で ʿAbdī Iと
照合され，タフマースブ印が司書の手で書き
込まれた「ここに述べた写本」を ʿAbdī IIと
同定できるなら，ʿAbdī IIのタフマースブ印
およびワクフ記録は，その作成時よりかなり

後，中央の「栄えたる保管庫」に納付されて
以後に書き込まれたことになる10）。
以上の ʿAbdī II，ʿAbdī IIIのコロフォン，
扉注記の情報の検討が妥当であるとすれば，
ʿAbdī III扉に記録された不動産目録写本 A
は ʿAbdī IIであり，ʿAbdī IIのタフマースブ
印写し（恐らくアッバースのワクフ記録も）

は，ʿAbdī IIが廟から中央へ送られ保管さ
れた後，わざわざサフィー廟の ʿAbdī Iとの 
照合を行った上で加筆されたことになる。
［B-8］1109/1697年原本照合記録がこれに関
するものだとすれば，1107/1695–6年のイン
スペクションの 2年後，ʿAbdī III作成（1115）
の約 6年前である。そして ʿAbdī IIIは，「栄
えたる保管庫」に保管された ʿAbdī IIを用い
て作成されたと推定される。
以上，主に不動産目録 3写本の扉・コロ
フォンの情報に基づき，16世紀から 18世紀
初めにかけて 3写本が作成・保管された経緯
の再構成を試みたが，いくつか重要な疑問も
残る。まず，1090/1679年以降 ʿAbdī IIがサ
ファヴィー朝中央で管理されていたのであれ
ば，その約 25年後の 1115/1703年に ʿAbdī 
IIIが中央で作成され廟管財人に引き渡され
るまで，サフィー廟には「原本」として永代
保管されていた ʿAbdī I以外，廟不動産運営
実務で用いる不動産目録写本は無かったのか
という問いが，当然生じる。伝世が確認でき
ない他の写本の存在を想定する必要が出てく
る。また，ʿAbdī IIの中央（「栄えたる保管庫」）
への納付（スライマーン期にあたる），原本
照合とタフマースブ印・ワクフ記録の書き込
み（スルターン・フサイン期にあたる）が行
われた理由は何なのかも明らかではない。

10）	 ʿAbdī I扉右上に書かれたアッバースのワクフ記録はもとより扉のスペースを大きく占めるもので
はなく，同位置に書かれた ʿAbdī IIのワクフ記録写しも同様で，少なくとも写本画像で見る限り，
扉中央から下部に書き込まれた 2点の原本照合記録［B-7］［B-8］より後にその上部に，ʿAbdī Iの
ワクフ記録の位置を模して書写されたと見ても不自然ではない。ただし注記の書込みの順序は画像
からは判断できず，またペルシア語写本における写本扉の様々な注記（原本照合，フォリオ数確認，
購入・所有記録など）が慣習的にどのように書き込まれていくのか（扉のスペースを上部から使う
のか，下部からか）という問題に答えることも，現在のところ筆者の能力を超える。この点につい
ては，専門家の批判を請いたい。
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しかし問いは残るとはいえ，ここから浮か
び上がるのは，伝世 3写本が密接な相互関係
を持ち，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの管理・写本作
成が廟と中央の連携のもとかなり厳格に行わ
れていたこと，そして「原本」に位置付けら
れた ʿAbdī Iが照合元として重要な役割を与
えられていたことである。このような写本作
成の経緯は，サフィー廟不動産管理のどのよ
うな状況が反映していたのか。次に，ʿAbdī 
II，ʿAbdī IIIの余白書き込みに関する情報の
整理を通し，この問題を検討したい。

2．ʿAbdī II，ʿAbdī III余白書き込みが示す 
不動産目録改訂版の作成と写本の管理

ʿAbdī II，ʿAbdī III写本が「原本」ʿAbdī I
と異なる重要な特徴は，その余白の書き込み
と，それが不動産目録のテキストにもたらし
ていった変化である。この余白書き込みは注
目されていなかったわけではないが11），そこ
にいかなる情報が加筆され，廟の財産管理と
どのような関係があったと考えられるのか，
本格的に扱った研究は現在のところない。こ
こでは，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIそれぞれの余白
加筆の方法と，加筆された情報の種類・傾向
についての基本的な情報を，サフィー廟の中
核的な不動産群であるアルダビール郡部物件
を事例に整理し［資料 2］，それが前章に見
た ʿAbdī II，ʿAbdī III写本の作成とどのよう
に関わっていたと考えられるのかを検討する。

2.1 余白書き込みの方法
まず余白書き込みが行われたのは，ʿAbdī 

IIである。加筆されているのはページの左

右上下の欄外および目録各部末尾の余白であ
り，本文と異なる複数の筆跡が用いられてい
る。この筆跡の判別・分類は加筆プロセスに
関わる重要な情報であるが，筆者にこれを行
う力はない。
加筆方法は多様だが一定の形式もあり，
様々な内容の注記（後述の文書調査記録な
ど）は神の名「かの方（huwa）」で始まる
一種の文書形式を取り，文書や文書中の物
件情報の引用を行う場合は，文書名（証書
qabāla，ワクフ文書 vaqfīyaなど），物件名（村
qarya，枝村mazraʿaなど），または単純に「項

（bābat）」という表題を文字を引き伸ばした
形式で記す。末尾に書き足しを防ぐ「余白
（bayāż）」の記号を付された書き込みも多い。
一方，ʿAbdī IIIの書き込みは，基本的に

ʿAbdī IIの書き込みを一部省略・整理して書
写したものと見なせる。筆跡は本文と同一で，
別筆跡による新たな加筆は見当たらない。し
かし占有状況など情報が更新された箇所や，
ʿAbdī IIで追加された物件情報が削除されて
いる箇所など，情報のアップデートが行われ
ている。前章の写本作成経緯に関する仮説を
採用するなら，これらの情報更新は中央で行
われたことになる。
［資料 2］で書き込みのデータ抽出を行っ
たのはアルダビール郡部 53物件のみである
が，全体の加筆状況も把握しておこう。不動
産目録第 1部は，全体に欄外に加筆が見られ
る。しかし不動産目録編纂時に証拠文書が発
見されず，後の確認・追補のため空欄が設け
られている第 2部の物件は，物件ごとの占有
（taṣarruf）情報が記載されている以外，3箇
所加筆があるのみである12）。編者アブディー

11）	 近年，サフィー廟とその運営制度についての包括的な研究を行ったロトフィーは，サフィー廟ワク
フ財・不動産に関する第 3章で不動産目録を史料とし，写本の欄外書き込みがサフィー廟の不動産
経営に関わるものであることを指摘しているが［Luṭfī 1395Kh: 160］，具体的な欄外の読解・分析
は行っていない。

12）	 アルダビール都市部のカナート（ʿAbdī IIでは余白，ʿAbdī IIIでは新項目立項），アルダビール郡部
Akhtākhānaにイスマーイール勅令（928年ラジャブ月 10日 /1522年 6月 5日付）の写し［ʿAbdī 
II: 322; ʿAbdī III: 322］（本論集小野論文参照），ギャルムルードのQarācha Qiyāy（ʿAbdī IIではワ
クフ文書 vaqfnāma引用，ʿAbdī III新項目立項）。
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が想定していた追捕はさほど行われなかった
のである。しかし，終章のサファヴィー家に
帰属する不動産，終章補遺のワクフ文書から
写された物件一覧，最後の「慈善の食事」に
も加筆があり，収録物件はかなり網羅的に調
査されていることが分かる。

2.2 書き込みの種類とその背景
余白書き込みの内容は多岐にわたるが，お
よそ以下の 4種類に分類することができる。
2.2.1 占有（taṣarruf）記録

taṣarrufとは，廟が物件の用益権を掌握
しその収益を得ていることを意味する。こ
の情報は「占有されている /いない（dar 
taṣarruf ast/nīst）」（［資料 2］t-a/t-n），また
は占有が回復されたことを示す「占有に入っ
た（ba/dar taṣarruf dar āmad）」の定形表現
で，ほぼすべての物件に加筆されている。余
白書き込みの最も基本的な追加情報と言っ
てよい。ʿAbdī IIでは持続的な占有を強調す
る「古くから現在まで恩寵の徴ある廟の占
有にあり現在もそうである」という表現（t-
a+）も用いられるが，ʿAbdī IIIではすべて簡
略化されている。ʿAbdī IIIでは占有状況が変
化している物件もあり，また ʿAbdī IIで占有
外とされた物件にしばしば「調査されるべき
（taḥqīq namāyand）」「登録されるべき（żabṭ 
namāyand）」と調査・登録を指示する加筆
がなされている。
占有が回復された物件として特に目につく

のが，サファヴィー家の傍系親族集団である
シャイハーヴァンド Shaykhāvandのソユル
ガル（手当）とされていた物件である。近藤
論文が示すように，シャイハーヴァンドはサ
ファヴィー朝君主の信頼のもと多くの廟管財
人を輩出してきたが，アルダビール郡部物件
の税収をソユルガルとして支給され，その物
件を実質的に占有していた13）。アルダビール
郡部物件では 10/53件がシャイハーヴァンド 
の占有下にあったことが書き込みで確認でき 
るが，それらの不当に（ba-khilāf-i ḥisāb）占 
有されていた物件がヒジュラ暦 1070年代初
頭に廟の占有に戻されたのである14）。このヒ
ジュラ暦 1070年代初頭における廟不動産管
理の変化については，以下 2.2.4で確認する。
2.2.2 管理状況
占有された物件には，しばしば土地・収益
の管理に関わる加筆がある。廟に帰属する不
動産は，賃貸により運営されることが多かっ
たようである15）。特に占有の回復が記録され
た物件には，しばしば当該物件が賃貸に出
されたとの情報が，「賃貸にされた（ba-ijāra 
dāda shuda）」という定型表現により加筆さ
れている。借地人名・契約開始期（「卯年初
めから」など）・賃貸料（「毎年穀物～～ハ
ルヴァールで har sāl ba-miqdār-i ~~ kharvār 
ghalla」など）・契約文書（「［tamassukなど
文書名］に従い az qarār-i ~~」）が詳細に記
載される場合もあり，賃貸契約文書が参照さ
れていると考えられる16）。収入の徴収方法に

13）	 シャイハーヴァンドについては羽田［1988: 40–43］，シャイハーヴァンドによるアルダビール郡部
のサフィー廟不動産の専有については Rizvi［2000: 143–145］。

14）	 例えばアルダビール郡部 Būsjīn村の余白には「上記の村は付属地とともに丑年 1074［1072の誤
記］年至高なる命令により占有に入った。以前はシャイハーヴァンドの長達が不当に（ba khilāf-i 
ḥisāb）占有していた。上記の村の諸税（māl va jihāt）は彼らのソユルガルに定められており，上
記の［村］は賃貸に出された［後略］」［104］とある。

15）	 ワクフ地の賃貸については［ラムトン／岡崎訳 : 240］。レザー廟の財務台帳，アワールジャ帳簿の
書式の構造を明らかにしたホセインザーデ研究で事例に示される台帳でも，レザー廟のワクフ地が
賃貸により経営されている例が見える［Ḥusaynzāda 1387Kh: 28］。

16）	 一例としてアルダビール郡部Kārīm村の賃貸契約に関する書き込みは，「Kārīm村と Jūrīm枝村
とQūrīlkashlūは，丑年 1074［1072の誤記］年至高なる命令により占有となり，賃貸に出された。（以
下，別筆跡による加筆）Kadkhudā Shāh Ḥusaynと上記の村の農民の 1071年ズー・アルヒッジャ
月付の証書（tamasssuk）に基づき，Kārīm村と Jūrīmを 530 chārkaの穀物で賃貸し，その額は
割付書保持者達に納付されている。［後略］」［136］となっている。別筆跡となっている後半部 ↗
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関わる書き込みもあり，それは割付書保持者
（arbāb-i ḥavālāt），すなわち廟のための様々
な支出を管理する役職へ割付書（ḥavāla）を
発行し，収益徴収を委託する方法によってい
る。そこでは「毎年その収入は割付証保持
者（arbāb-i ḥavālāt）に割り当てられている」
（アルダビール郡部 Alārūq村）［72］，「寅年
に Shāhvirdī Āqā Qūshchīが提出した保証
書（iltizām-nāmcha）に基づき，規定により
穀物 25 chārīkaのその取り分の額を全て割
付書保持者らに与えた」（Khvājīm村）［118］
などの表現が用いられる。廟の不動産経営の
実態を示す興味深い史料といえるが，このよ
うな書き込みはすべての物件に付されている
わけではなく，多くの場合占有が回復され運
営状況が変化した物件に，関連文書に基づき
付加的に記載されている傾向が見られる。
2.2.3 物件情報の追加，物件の追加
物件情報の追加とは，四囲，村名同定，村
落の併合などによる帰属の変化などの情報の
修正・追加である。物件の追加は，「原本」
に収録されていない物件の追加である。これ

は 2通りあり，一つは不動産目録編纂時に
見落とされていた物件の情報が文書発見・確
認により追補されたケースで，情報が不動産
目録完成の 977/1570年以前の年号を持つ場
合がそれにあたる。もう一つは，不動産目録
編纂後得られた物件（新規の物件，または
既存の物件の未所有の部分の獲得）である。
ʿAbdī IIに加筆された新規物件は，ʿAbdī III
ではしばしば本文に繰り込まれ，新項目とし
て立項されている。
不動産目録編纂後に獲得されたサフィー廟
不動産物件には，シャー・アッバース時代の
スィパーハーニー版不動産目録（解題参照）

の収録物件がある。ʿAbdī IIの書き込みでは，
スィパーハーニー版は「Shaykh Shaīf Beg
の管財職時代の新しい不動産目録（ṣarīḥ al-
milk-i jadīd）」として数カ所で言及されてい
る。これは，スィパーハーニー版でアブディー
版収録物件の未所有部分の獲得が行われた
り，占有状況の変化が生じている場合に参照
されているようである17）。旧部門の財産管理
では，この二つの不動産目録が必要に応じ参

↗ は，賃貸契約文書の情報を後から加筆したと考えられる。実際これら賃貸契約の書き込みには対応
する文書がアルダビール文書に確認できるものもあり，Shaykh al-Ḥukamāyī［2009］によればア
ゼルバイジャン地方メシュキーンMishkīnのUnār村［181］，Unār郡Khalīlābād村，Arjaq村
［182］には賃貸契約文書写しが（Bāygānī-i Awqāf no. 54-3/r.638; Bāygānī-i Awqāf no. 54-2/r.639; 
s.25835/r.416-4），同じくメシュキーンで余白に追補された Kavīr村［194］には廟管財人の命令書

（ḥukm）写し（s.25817/r.415-2）・賃貸契約文書写し（Bāygānī-i Awqāf no. 108/r.640）が確認で
きる。最初のUnār村については，阿部論文で現存文書との照合がなされているので，参照されたい。

17）	 例えばアルダビール郡部Khawra Shīrānでは，管財人シャリーフ・ベグがシャイハーヴァンドの
ソユルガルで不当占拠されていた地所を占有下に戻し，1037–38/1627–29年に地所を追加購入し
て当該村全部を廟の帰属としたことが，以下のように加筆されている。「上記の村の諸税はシャイ
ハーヴァンドの長達のソユルガルに定められていたので，以前は古いワクフであり恩寵の徴ある廟
に属していたその所有権を誤って占有していた。故シャイフ・シャリーフの管財時代に適正にされ，
新しい不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i jadīd）に記した証書に従い，上記の管財人に定められた」［ʿAbdī 
II: 118］。これはスィパーハーニー版の 3文書（AH1037年 1月，1038年 2月 30日，1038年 2月）

［Ṣipāhānī II: 63b–65a］に対応する。サラーブの Farkūs村は，「古い帳簿（dafātir-i qadīm）とシャ
イフ・シャリーフ・ベグの管財人時代に作成された新しい不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i mujaddad 
ki dar ayyām-i tawliyat-i Shaykh Sharīf Beg qalamī shud）の記録に基づき」［ʿAbdī II: 236; ʿAbdī  
III: 238］とあるが，当該物件はスィパーハーニー版で確認できなかった。メシュキーンMīr ‘Alī
村はスィパーハーニー版で AH1037年 2月 14日付証書により 8地所が新たに獲得されているが
［Ṣipāhānī II: 119a］，この情報はアブディー版欄外に記録されている（ただし日付が 1027年となっ
ている）［ʿAbdī II: 198; ʿAbdī III: 199］。また同じくメシュキーンの新規獲得物件 Parnīq村は，ア
ブディー版書き込みではヒジュラ暦 1000年 5月 1日付で半分（売主 Shāhrukh Beg b. Ḥusayn 
Āqā）が，スィパーハーニー版では 1032年 2月付で半分（売主 Ibrāhīm Muḥammad Beg Ṣafavī）
［Ṣipāhānī II: 55b–57a］が購入されており，全村が所有となったことが確認できる。
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照されていたことがうかがわれる。しかしそ
れを踏まえても，今回事例としたサフィー廟
不動産が集中的に所在するアルダビール郡部
でも，それほど多くの新規物件が獲得されて
いるようには思われない。
サフィー廟に獲得された新たな不動産を不
動産目録に書き込み管理しようとする行為
が，どこまで厳密な制度として行われていた
のかは不明である。ʿAbdī IIは廟保管文書の
情報に基づき物件情報の追加を積極的に行お
うとしており，偽書とされる『ティムールの
ワクフ文書』収録物件［313–314］をはじめ
複数の物件を追加しているが18），ʿAbdī IIIで
は削除されている。2つの不動産目録が旧部
門管理下の日常的業務，占有下の不動産や賃
貸契約の変化をどれほど正確に記録している
のか，廟の運営部門の業務実態の解明やアル
ダビール文書との照合が必要であり，今後の
課題である。
2.2.4 文書調査記録
ここまでに見た書き込みの種類，特に 2，

3はサフィー廟に保管された文書の調査に基
づいている。ʿAbdī IIの加筆の多くが，廟で
の関連文書の発見・確認の記録という形で
行われていると考えて良いだろう。このよう
な文書調査の痕跡として特に多いのが，アッ
バース 2世時代の 1074年ラビー・アッサー 
ニー月/1663年11月の日付を持つ文書調査の
記録である。「祝福された光り輝く神聖なる
廟の文書を調査していた 1074年 4月に（ba-
tārīkh-i shahr-i Rabīʿ al-thānī ki mulāḥiẓa-ʾi  
asnād-i āstāna… mī-namūd）［文書が］確認
された（ba-naẓar rasīd）」という定形表現で，

同一の筆跡，つまり同時期にまとめて加筆さ
れたと考えられるものである。同様の書き込
みはスィパーハーニー版にも数件確認され，
旧部門不動産についてかなり大がかりな文書
調査が行われたことがうかがわれる。ʿAbdī 
IIの書き込みの全体的傾向として，ヒジュ
ラ歴 1072～74/1661～63（丑年～卯年）の日
付の，前述のシャイハーヴァンドの占有物件
を含む物件の占有回復や，文書確認の記録が
多い19）。これはこの時期に廟不動産の総合的
調査が行われたことを示唆しており，上記の
文書調査記録は，その終盤に行われたものと
推測される。
この調査は，アッバース 2世時代のサファ
ヴィー朝下の聖廟ワクフの総合的な管理制度
の刷新と関わりがあると考えられる。この時
代の宮廷史書『世界を飾るアッバースの歴
史』は，「いと高き聖廟のワクフ財管理部門
（sarkār-i mawqūfāt-i ḥażrāt-i ‘ālīyāt）を整
備（nasaq）すること」（1066–67/1655–57）
［Jahān-ārā: 621–622］において，「シャー・
アッバース（navvāb-i gītī-sitān-i firdaws-
makānī）のワクフであり，その聖法に基づく
管財人位はワクフ設定者が定めた規定に従い
陛下（＝アッバース 2世）である，14人の
無謬なる方（預言者ムハンマド・娘ファー
ティマとシーア派 12イマーム）の，スィド
ラ樹の位階と天国の階梯を持ついと高き敷居
のワクフ」の支出超過状態を調査・整備した
とある。恐らくこれとともに，サフィー廟で
も不動産の総合的調査が行われたのであろ
う。ʿAbdī IIのヒジュラ暦 1074年文書調査
記録の書き込みは，ʿAbdī IIIでは削除されて

18）	 ギーラーン地方では 1003年 4月/1594年 12月 –1595年 4月付証書（qabāla）に基づく土地（qiṭ‘āt）
［294］，シールヴァーン地方では「財庫にあったワクフ文書（vaqfnāmcha dar khizāna）」（日付な
し）に基づき 7村［310］，オルドゥーバードでは Ibrāhīmなる改宗者（jadīd al-Islām）の 1029
年 4月/1620年 3–4月付ワクフ文書に基づき土地 4件（qiṭ‘a）［165］の情報が加筆されているが，
占有情報の記録はなく，ʿAbdī IIIでは消えている。

19）	 アルダビール郡部の書き込みではヒジュラ暦 1074年丑年となっているがこれは誤記であり，第 2
部の書き込みの卯年が正しい。この時期のヒジュラ暦・トルコ暦の対応は，1070 Tungūz/1659己
亥–1660庚子，1071 Shīchqān/1660庚子–1661辛丑，1072 Ūd/1661辛丑–1662壬寅，1073 Bārs/ 
1662壬寅–1663癸卯，1074 Tūshqān/1663癸卯–1664甲辰［‘Abbās-nāma: 251, 287, 304, 315, 328］。 
サファヴィー朝の公式暦としてのトルコ暦については，後藤［2008］参照。
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いる。ʿAbdī III作成時には，もはや不要な情
報とみなされたと考えられる。

以上，概観的ではあるが ʿAbdī II，ʿAbdī 
III余白書き込みの傾向からうかがわれるの
は，サフィー廟で行われた ʿAbdī IIの書き込
みに見える不動産物件の追加や管理情報の加
筆は必ずしもシステマティックに行われては
おらず，廟の不動産運営・管理に何か変化が
あるたびに加筆されるというものではなかっ
たのではないかということである。書き込み
はアッバース 2世期に行われた総合的な物
件・文書調査の中で集中的に行われたものが
多かったと考えるべきであろう。だがこの調
査により，アブディー版不動産目録には少な
からぬ変化が生じたと考えられる。
そしてこれが，前章に見た ʿAbdī II，ʿAbdī 

III写本の作成経緯にも関わっているのでは
ないだろうか。この観点から，3写本の作成・
管理に関わる仮説をもう一度検討しよう。
本稿では，最も古い伝世写本 ʿAbdī Iは不

動産目録完成後に作成されシャー・タフマー
スブに献呈されたというモートンの説を踏襲
した。ʿAbdī Iはその後シャー・アッバース
の蔵書としてサフィー廟にワクフされて永代
保管され，アブディー版の「原本（aṣl）」の
地位を与えられていくことになった。同時に
サフィー廟には，正確な作成時期は不明だが
シャー・アッバース治世以後に作成された
ʿAbdī IIが不動産運営実務に利用され，アッ
バース 2世時代に実施されたワクフ財の総
合的調査で，不動産管理の実態に関わる占
有（taṣarruf）の情報のほか，廟に保管され
た文書やスィパーハーニー版不動産目録から
様々な情報が加筆された。ʿAbdī IIIの［C-8, 
9, 10］が伝える後代の情報に従えば，この
時点で ʿAbdī IIには ʿAbdī Iのタフマースブ
印・アッバースのワクフ記録写しは無かった
と考えられる。
その後の ʿAbdī IIの保管については，ʿAbdī 

III扉に恐らく後代加筆された［C-8, 9, 10］

が伝えていると本稿では推定した。スライ
マーン期の 1090/1679年に ʿAbdī IIは中央の
「栄えたる保管庫」に納付されて 20年近く
蔵書として管理される。そしてスルターン・
フサイン期の 1109/1697–8年，サフィー廟
で ʿAbdī Iと照合後，タフマースブ印および
ワクフ記録が書写された。そしてその約 6年
後の 1115/1703年，ʿAbdī IIの余白書き込み
を整理し，文書調査記録など不要になった情
報の削除や新規物件の項目の追加を行った改
訂版不動産目録写本として ʿAbdī IIIが作成
され，廟管財人に渡された。

1.2ですでに述べた通り，この ʿAbdī III扉
［C-8, 9, 10］が伝える ʿAbdī IIの廟から中央
への移動にはその理由や背景について多くの
疑問が残り，当時のサフィー廟のワクフ財管
理に関するサファヴィー朝中央と廟管財人の
政策などを踏まえ，さらに検討を要する問題
である。しかし，ʿAbdī IIが中央に保管され，
その後かなり経ってから ʿAbdī IIIの作成の
数年前に ʿAbdī Iと照合されたことは，ʿAbdī 
IIの［B-7, 8］からも裏付けられることであ
る。ʿAbdī Iとの照合及びタフマースブ印・
ワクフ記録の書写は，ʿAbdī IIに基づく「改
訂版」を作成するにあたり，ʿAbdī IIを不動
産目録の正式な写本として認証する手続き
だったのではないだろうか。また，これも推
測にとどまることだが，ʿAbdī IIIが新たな不
動産目録写本として作成されるとともに，「旧
版」となった ʿAbdī IIも再度廟に戻され，保
管されたのではないだろうか。それにより，
ʿAbdī IIが ʿAbdī I，ʿAbdī IIIとともにサファ
ヴィー朝滅亡後もサフィー廟に保管され続け
たことが理解できる。
以上のような伝世 3写本の相関から明らか
になるのは，ʿAbdī Iを「原本」とし，その
他の写本をその「写し」と位置づけ，タフマー
スブ印・ワクフ記録の書写をその「写し」の
正当性の印とする不動産目録写本の厳正な管
理のありかたである。ʿAbdī IIIのタフマース
ブ印・ワクフ記録の書写がいつ行われたの
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かの記録はなく，本研究で利用した ʿAbdī III
写本画像ではタフマースブ印が一部のみしか
見ることができないため，その文言を確認す
ることはできなかったが，「改訂版」として
作成され決して ʿAbdī Iには基づいていない
ʿAbdī IIIのタフマースブ印・ワクフ記録写し
も，やはり ʿAbdī Iから書写されたと考えら
れるのではないだろうか20）。ʿAbdī IIIの管理
についてもう一つ解明すべき問題は，ʿAbdī 
IIIの底本と考えられる不動産目録写本を追
跡調査する注記［C-8, 9, 10］が，なぜ後代
（可能性としてはサファヴィー朝滅亡後）に
追加されたのかということである。これにつ
いても現時点では仮説を示すにとどめざるを
得ないが，写字生コロフォン［C-4］が示す
底本「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira）
に登録されている写本」の素性を説明するた
めのものであったのではないだろうか。「栄
えたる保管庫」での保管についての言及は
ʿAbdī IIIと多くの共通点を持つ ʿAbdī II扉
［B-7, 8］にも存在するが，さらに写本が保
管庫に納付された年代やインスペクションの
記録，ʿAbdī Iとの照合についての記録を何
らかの資料に基づいて収集し，ʿAbdī IIIの作
成経緯に関わる情報として記録したのが［C- 
8, 9, 10］であった可能性がある。その典拠
が何だったのか，また［C-9］の，ʿAbdī II
と見なしうる不動産目録写本の廟管財人から
宮廷（dargāh-i muʿallā）への送付という記
述の意味（「この度 dar-īn vaqt」とはいつの
ことなのか）も含め，［C-8, 9, 10］について
はまだ解明しなければならない問題が多い。
しかし，このような注記により，ʿAbdī IIIの
サフィー廟不動産目録写本としての来歴につ
いて検証することがサファヴィー朝滅亡後ま
で重視されていたのだとしたら，サフィー廟
のワクフ財の正当性の根拠としての不動産目
録の真正性を，その写本の管理の厳正さに

よって維持するという規範が生き続けていた
ことを示すのではないだろうか。
本稿の検証過程でも示されてきた通り，伝
世 3写本以外にもアブディー版不動産目録写
本は存在し，写本作成や不動産管理で使用さ
れた可能性はある。しかしその中で，この 3
写本が伝世したのは，「原本」およびその正
式な「写し」の印を持つ写本としての重要性
を与えられていたことと，無関係ではないだ
ろう。
アブディー版不動産目録伝世 3写本の情
報，その本文テキストのみならず，3写本が
持つ写本としての形態的特徴・異同と変化
は，このようなサフィー廟財産管理制度の中
での不動産目録写本の管理の実態を考慮に入
れ，読み解いていく必要があるのである。

おわりに

本稿では，アブディー・ベグ版不動産目録
の 3写本の扉・コロフォンおよび余白書き
込みの異同が，サフィー廟財産管理における
不動産目録写本の作成・管理・利用をどのよ
うに反映しているのか，これまで注目されて
こなかったその基礎的情報を整理しつつ，検
討を試みた。アブディー版不動産目録写本の
最大の特徴は，学術・文学作品写本のように
原テキストを可能な限りそのまま複写した
（ゆえに異同は基本的に不本意の誤りとして
生じている）写本とは異なり，改訂により段
階的に変化していった写本だということであ
る。これは不動産目録を史料として扱ってき
た研究者には既知のことであったと思うが，
その改訂・変化のプロセスが反映したテキス
トは，サフィー廟の財産管理制度がサファ
ヴィー朝中央との関係でどのように運営され
たか，その中で不動産目録写本がいかなる役
割を担うものとして作成・管理・利用された

20）	 確実な手がかりとなるわけではないが，ʿAbdī IIIのワクフ記録は母音記号などが ʿAbdī IIより丁寧
に写されており，母音記号のない ʿAbdī IIのワクフ記録写しからの書写とは考え難い。
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かを把握しなければ，正確に理解することは
できないものである（これは将来，不動産目
録のより正確な校訂が行われるためにも重要
な課題となる）。
本稿の目的は，まずその解明の基礎的作業
として，3写本の形態的特徴と余白書き込み
が伝える情報を整理し，その情報が伝える範
囲で 3写本の作成・管理のプロセスを再構
成することだったが，十全な実証に基づく仮
説を示しえたとは残念ながら言えない。3写
本の成立背景を明らかにするには，サファ
ヴィー朝期のサフィー廟財産管理制度の実態
（文書・帳簿の作成・管理や事務処理プロセ
ス）とその君主・廟管財人の時代ごとの変化
について，より具体的な解明が必要である。
また余白書き込みの分析には，その原本であ
るアルダビール文書との照合が不可欠である
が，今回はそこまでは至れなかった。しかし，
伝世 3写本が帯びる独自の特徴がサフィー廟
財産管理制度においていかなる意味を持ちえ
るのか，その基本の情報を整理し問題を提起
するという目的は果たしえたと思う。
ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの書き込みについては，
今回はその全体的傾向と部分的事例を紹介す
るに留まったが，全件の筆跡の異同も含めた
正確なデータの抽出は，サフィー廟の未刊行
文書・財務記録史料の将来的な研究のための
必須の作業である。また余白で用いられる術
語・定型表現は，財務運営技術やワクフ地運
営制度に関する重要な史料となるだろう。ま
た不動産目録写本の本文・書き込みが伝える
サフィー廟不動産の変化は，サファヴィー朝
滅亡後の関連史料（アルダビール文書のほ
か，オスマン朝史料［Bilgili 2009］，本論集
阿部論文が扱う 19世紀の改訂版不動産目録
など）と照合することで，サファヴィー朝成
立以前から滅亡後までのサフィー廟の財の長
期的な変化の追跡を可能にすると思われる。
最初に述べたように，従来不動産目録はサ
フィー廟の財の獲得・集積の研究の史料とし
てその本文テキストが重視されてきたが，財

の管理とその変化については，写本が示す変
化の情報が重要な意味を持つのである。これ
らの研究は，今後の課題としたい。
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資料 1　アブディー・ベグ版不動産目録 3写本：コロフォン・扉・その他の異同
1-1　3写本の概要

ʿAbdī I【A】 ʿAbdī II【B】 ʿAbdī III【C】

①作品開始前 白紙 2葉，第 1葉 rectoに盗難・
補修後の注記［A-3］

白紙 2葉 （本稿で参照した写本画像から
は不明）

②扉［1a］ アッバース 1世ワクフ記録・印
章位置（現物は破損）［A-4］
・ 書き込み 1＝フォリオ数確認
記録 1［A-5］

・ アッバース 1世ワクフ記録・
印章位置写し［B-3］
・ 書き込み 5＝総フォリオ数確
認記録 3［B-4, 5, 6］，原本照
合記録 2［B-7, 8］

・ アッバース 1世ワクフ記録・
印章位置写し［C-5］
・ 書き込み 5＝総フォリオ数確
認記録 1［C-6］，原本照合記
録 1［C-8］，写本作成に関す
る注記 3［C-7, 9, 10］

・ アッバース印

③作品開始部
タフマースブ印

書き込み 2：印章位置と盗難の
注記［A-6］

印章位置写し：司書
（kitābdār）が書いたとの注記
［B-9］

裁断により欠落，写本画像では
下部の一部のみ確認可能 
［C-11］

④第 1部 ・ アルダビール郡部第 3物件項
目 Ibrāhīmābād村の欠落
・ Garmrūd物件 Shāhmīr，

Ṭārūn，Sharafābādの配列
誤りを赤字注記［121a］

・ Ibrāhīmābād村の追補［98– 
100］（表題のみ本文［98］ 
末尾，テキストは［99–100］
欄外）

・ Garmrūd物件の配列誤りな
し・注記なし［269–271］

・ Ibrāhīmābād村の追補［97］
（欄外のみ，本文挿入せず）

・ Garmrūd物件の配列誤りな
し［270］

⑤第 2部 ・ Ganja項目位置の誤りを赤字
注記［154a］

・ Ganja項目位置の誤り踏襲
（注記なし）［329］

・ Ganja項目位置の誤り踏襲
（注記なし）［329］

⑥終章・colophon-1 ・ 欄外追補（曜日）［A-1］ ・ 欄外追補を本文挿入［B-1］ ・ 【B】と同じ［C-1］

⑦終章附記 
（radīf-i khātima）・
colophon-2

・ フォリオ数確認 1［A-2］ ・ コロフォン前「不動産目録編
者の手跡の写し」［B-2］

・ 【B】と同じ［C-2］

⑧慈善の食事（āsh-i 
ḥalāl）

・ 乱丁で⑤第 2部中に入る。独
立フォリオ（⑦に連続せず）

・ 第 2ḥarf空白：別筆跡書き込
み（他写本に反映せず）

・ ⑦に連続
・ 第 2ḥarf：2ワクフ物件追補

・ ⑦に連続
・ 第 2ḥarf：1ワクフ物件追補
（第 1物件後途絶，第 2物件
欠落，1フォリオ落丁？）

⑨作品終了後 ［172b］「古い帳簿（daftar-i 
qadīm）」からの複数村落の項
目（粗い別筆跡・インク）

［385–393］ティムールのワク
フ文書→終了（コロフォン・他
書き込みなし）

［373–390］ティムールのワク
フ文書→［391］vaqfnāmcha
（897/1491-2）→終了
・ 写字生コロフォン［C-4］
・ アッバース印（②と同一）

⑩余白書き込み ・ 同筆跡（写本作成時の注記）

・ 粗い別筆跡による書き込みが
あるが，他写本に反映せず

・ 複数筆跡 ・ 同一筆跡
＝【B】を整理・一部本文繰り
込み

【A】ʿAbdī I（Mūza-ʾi Millī-i Īrān 3718）
・ フォリオ数（画像による確認）：白紙 2＋本文 171＋白紙 1＝174。本文 verso右肩記載の番号は 125b
が誤記により 126bに（本稿は記載フォリオ番号に従う）

・ 成立年：不明（写字生コロフォンなし），恐らく作品完成直後［Morton 1974: 33］
・ 多種の色インク（赤・青・金・緑），ナスタアリーク書体とナスフ書体（主にアラビア語）を使い分け
・ 乱丁：第 2部Marāgha・Mughānāt［153b］とGanja［154a］の間に「慈善の食事」［4 foll］が挟ま
る（フォリオ番号記載後に生じた乱丁）。「慈善の食事」開始ページ裏面は白紙（前の内容と連続して
書写されていない）で，第 3フォリオの末尾に以下のフォリオ数記録：

・ 挟み込まれた紙片＝2枚［本稿参照写本画像 36–39］：大小の紙片，村落の一覧。
・ 本文終了後［171b］；1ページ分の「古い帳簿（daftar-i qadīm）」からの複数村落の項目（粗い別筆跡・
インク）
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A-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［170b］：執筆終了年 977年シャッワール月 1日/1570年 3
月 9日，「新年（977年シャッワール月 3日：巳年→午年）の 2日前」［1569–70己巳→庚午］

A-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［172a］：日付なし，編者名 ‘Abdī Begの自称
左脇にフォリオ数確認記録「神聖なる敷居の旧部門の不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i sarkār-i qadīmī）」

A-3 ①作品前に挿入された白紙（2葉）第 1葉 rectoの注記：上部縁中央部に黒インクの書き込みを消
去した跡と見られる黒いシミ（消された字の跡があるが，判読不可），左脇に書き込み。

A-4 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：破損箇所に新しい紙が継がれ筆跡を再現，古い紙のテキ
スト残部はインクで黒ずんでいる（A-3第 1葉同様）。

A-5 ②扉：フォリオ数確認記録［1a］：175（現存総フォリオ数と対応）

A-6 ③作品開始部（タフマースブ印）［1b］：タフマースブ印の写しに関する書き込み 2点（補修跡の上）

【B】ʿAbdī II（Mūza-ʾi Millī-i Īrān 3719）
・ フォリオ数（画像による確認）：白紙 2＋作品本文 193＋白紙 1＋ティムールのワクフ文書 5＋白紙 3
・ 成立年＝不明（写字生によるコロフォンなし）

・ 丁寧に作成された写本，ʿAbdī Iほど装飾的ではない：色インクは赤のみ，ナスタアリーク体，アラビ
ア語にナスフ体
・ 落丁：第 1部アルダビール郡部 119–120の間で欠落（Dalbisābād～BQrābād，ʿAbdī Iで 7ページ＝3 

foll.相当）。フォリオ確認記録［B-4］の日付 1199/1784–5年以降に起きたと推測される。
・ 挟み込まれた紙片＝なし
・ 本文終了後：白紙 1＋ティムールのワクフ文書［385–393］
B-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［368］：ʿAbdī Iの欄外書き込み（曜日）が挿入

B-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［372］：ʿAbdī Iと異なる書き方「不動産目録編
纂者の手跡の写し」→ʿAbdī IIIに継承
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B-3 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：ʿAbdī Iと同位置。

B-4 ②扉：フォリオ数確認記録 1：日付（1199/1784–5）・確認者印章あり。200＝テキスト 195＋白紙
5（前 2＋後 3）

B-5 ②扉：フォリオ数確認記録 2：日付なし，確認者印章あり。204＝テキスト 199＋白紙 5

B-6 ②扉：フォリオ数確認記録 3：日付なし，確認者印章あり。テキスト 199＋白紙冒頭 2＋末尾 5（計
204）＋追加 2＝206

B-7 ②扉：原本（aṣl）照合記録 1：日付なし，確認者印章あり

B-8 ②扉：原本（aṣl）照合記録 2：日付あり（丑年 1109年ラビー・アルアッワル月下旬），確認者印
章あり

B-9 ③作品開始部（タフマースブ印）［1］：司書による書写

【C】ʿAbdī III（Kitābkhana-ʾi Millī-i Īrān 2734）
・ フォリオ数（画像による確認）：（画像からは挿入白紙数不明）本文 196（本稿では記載ページ番号に依
拠する）

・ 成立時期・写字生［C4］：書写年 1115/1703–4年，写字生 Jalāl al-Dīn Muḥammad Sharīf Ḥusaynī
・ 落丁＝2箇所（現時点での確認）：第 1部アルダビール郡部 121–122間（Zara Nās~Yāmchī＝ʿAbdī II
で 2ページ相当，1フォリオ落丁の可能性？），「慈善の食事」末尾 RWSh，DWSh，Khurramābād
村（<Marāgha）の項で終了（verso最後まで）［374］，ʿAbdī IIの Chushk va Ārāyish（<Qazvīn）（2ペー
ジ相当）が無し（1フォリオ落丁の可能性？）

・ 挟み込まれた紙片＝1枚［参照写本画像 371］「マラーガのワクフ地の写し（ṣūrat-i mawqūfāt-i maḥāll-i  
Marāgha）」

・ 本文終了後：ティムールのワクフ文書［373–390］＋1ページ分のワクフ文書 vaqfnāmcha（897/1491-2
年付）写し［391］

・ アッバース印（ʿAbbās banda-ʾi Shāh-i Vilāyat）＝2箇所：扉上部，最終ページ右上部［391］
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C-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［362］：ʿAbdī IIと同一

C-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［366］：ʿAbdī IIと同じ書き方

C-3 写字生の注記・フォリオ番号確認記録：ティムールのワクフ文書末尾の欄外［390］

C-4 写字生コロフォン：最終ページ［391］，コロフォン末尾に小型方形印，同ページ上部にアッバー
ス印

C-5 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：ʿAbdī Iと同位置。

C-6 ②扉：フォリオ数確認記録：日付・確認者印章なし，ページ左上隅（後代の記録？）197

C-7 ②扉：写本作成の記録：図書館から管財人への引き渡し，日付（1115年ジュマーダー・アッサー
ニー月 17日/1703年 10月 28日）・印章あり

C-8 ②扉：原本（aṣl）照合記録：「ここに述べた写本（nuskha-ʾi maẕkūr）」（恐らく写本 A＝ʿAbdī II）
のもの，日付・確認者印章なし

C-9 ②扉：廟から宮廷に送られた不動産目録写本の説明

C-10 ②扉：蔵書調査の記録＝2回：日付あり（AH1097，1107，ʿAbdī III書写年以前）

C-11 ③作品開始部（タフマースブ印）［1b］：裁断で欠落，「彼に慈悲があらんことを」のみ判読可。
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1-2　3写本の成立と経歴
930–984/1524–1576　シャー・タフマースブ 1世
975/1567　アブディー・ベグへの不動産目録編纂命令，廟で編纂作業に開始
977/1570　不動産目録完成［A-1］→ ʿAbdī I  ，謹呈用写本として作成・献呈
　　→ タフマースブ印が開始部上部に捺印　…→シャー・アッバース 1世蔵書へ（恐らく宮廷

で保管）

984–985/1576–1578　イスマーイール 2世
985–996/1578–1587　ムハンマド・フダーバンダ
996–1038/1587–1629　シャー・アッバース 1世
1011/1602–3　ホラーサーン遠征中にティムールのワクフ文書発見
1017/1608　サフィー廟への多数の写本を含むワクフ：ʿAbdī I  ，廟にワクフ　→扉にアッバー
ス 1世ワクフ印，ワクフ記録［A-4］（禁帯出の呪詛文言），アッバースのワクフにより設立さ
れた新部門の図書館（kitābkhāna-i sarkār-i jadīdī）［A-2, B-8, C-8］に保管される
1038–1052/1629–1642　サフィー
1052–1077/1642–1666　アッバース 2世：王朝庇護下のシーア派聖廟のワクフ財の総合的調
査実施
1072/1661-2以前　ʿAbdī II   作成
1072~1074/1661~　総合的な廟の文書調査が実施　→ʿAbdī II   に反映
1072丑年 /1661　占有不明物件の再占有開始（余白書き込み「占有となった」），シャイハーヴァ
ンド占有のソユルガル地が廟管轄下へ
1073寅年 /1662　占有不明物件の再占有
1074卯年 /1663　占有不明物件の再占有
1074-4/1663-11-2~30　文書調査＝廟保管文書の大規模な確認作業
1077–1105/1666–1694　スライマーン
1090-5-0/1679-6~7　1写本 A（= ʿAbdī II ）が「収入部門の栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira-
ʾi abvāb-jamʿ）」に納入［C-9］
1097-10-0/1686-8~9　（恐らく Aが）保管庫（khizāna）でインスペクションを受ける［C-10］
1105–1135/1694–1722　スルターン・フサイン
1107-5-0/1695-12~1696-1　（恐らく Aが）「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira）」で再度イン
スペクションを受ける［C-10］
1109/1697-8　ʿAbdī II  ，新部門図書館保管原本（= ʿAbdī I ）と照合［B-8］→タフマースブ印・
アッバース 1世ワクフ記録模写［C-8］［B-9］
1115-6-0/1703-10~11　ʿAbdī III  ，書写命令により，栄えたる財庫（khizāna-ʾi ʿāmira）保管
写本（=A= ʿAbdī II ）に基づき書写終了［C-4］　→図書館長（muqarrab al-ḥażrat kitābdār-
bāshī）から管財人へ引き渡し（1115-6-17/1703-10-28）［C-7］
［時期不明・ʿAbdī II, III   成立以後？］　ʿAbdī I   盗難・第 1フォリオ破損［A-3］→修復：タフ
マースブ印［A-6］，アッバース 1世ワクフ印が写しに／乱丁により「慈善の食事」フォリオ
が第 2部中に紛れ込む
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資料 2　ʿAbdī II，ʿAbdī III写本の余白書き込み：第 1部・アルダビール郡部［ʿAbdī II: 71– 
163; ʿAbdī III: 71–166］
（1）占有記録
・ 占有・占有外 t-a/t-n：「占有されている/いない（dar taṣarruf ast/nīst）」／t-a+：より詳細な記
述（例）「過去から現在まで恩寵の徴ある管理部の占有にあり現在もそうである」／t-n+zabt： 
「占有されていない，登録されるべき」（ʿAbdī IIIの記録）

・ 廟による収入管理に言及，定型表現「恩寵の徴ある廟の占有にあり毎年その収入は・・・」他
・ Shaykhāvand占有勅令：定型表現「吉兆なる勅令（raqam-i mubārak）発行の日付から

Shaykhāvandの長達の占有とされた」／Shaykhāvand占有：Shaykhāvandに占有されてい
たことに言及／Shaykhāvand占有→売却［買い手］：Shaykhāvandが占有時に売却
・ 再占有：ワクフ管理部占有下に編入「丑年 1074年占有となった」「丑年 1074年至高なる命
令により占有となった」

（2）管理状況：賃貸，管理者任命，割付などの執行の記録
・ 物件の不利用の状態：荒廃（kharāb）／未利用（bāyir）
・ 賃貸（ijāra）
（3）物件情報の追加，物件の追加
・ 物件情報の追加：四囲／村名同定／来歴／帰属確認（上位の村落「・・・の下にある」）／耕
作者「・・・の村民（ra‘āyā）/集団（jamā‘at）が耕作している」／他物件注記（言及される
他物件の説明「当該の箇所で記録されている/されるだろう」）
・ 物件追加：新たな物件の記録の追加（977以前）／初版編纂後の新規物件（977以後–1000
年代）

（4）文書調査：廟保管文書を調査，関連文書発見への言及／1074-4文書調査「祝福された光
り輝く神聖なる敷居の管理部の文書を調査していた 1074年 4月に（ba-tārīkh-i shahr-i Rabī‘ 
al-thānī ki mulāḥiẓa-’i asnād-i āstāna… mī-namūd）［文書が］確認された（ba-naẓar rasīd）」
ʿAbdī IIIの余白書き込みの記号：>＝ʿAbdī IIの書き込みをほぼそのまま転載／///＝転載なし（省略）

ʿAbdī I no. 物件（村落）名 ʿAbdī II ʿAbdī III

32b 1 Āl Shaykhāvand占有勅令 >

t-a ///

丑年 1071再占有→ijāra >簡略化，賃貸額変化

32b–37a 2 Alārūq t-a+ >t-a

管理部占有 >

37a–37b 3 Alghir t-a+，文書調査 1074-4 >

3/村名同定 >1/編集

文書調査，村名同定，kharāb，耕作者 >

文書調査，帰属確認 >

文書調査 1074-4 ///

/// /// Ibrāhīmābād 欄外追補/t-a+，帳簿調査，管理部占有 >

38a–38b 4 Anzāb /// Shaykhāvand占有勅令

Shaykhāvand占有→売却Qilij Khān，丑年 1074再占有
→ijāra

>簡略化
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38b 5 Bārūq t-a+ ///

他物件注記 >情報追加？

来歴 >

他物件注記 >

39a–44b 6 Būsjīnと付属の
小村

Shaykhāvand占有（Ma‘ṣūm Beg），丑年 1074再占有
→ijāra

>簡略化

物件追加 >新項目立項

44b 6-2 Būsjīn, Būsjīn 
Rūd付属の小村

丑年 1074年再占有→ijāra >

Shaykhāvand占有→売却Muḥammad Ṣāliḥ Beg 
garakyaraq→丑年 1074年再占有

Shaykhāvand占有勅令 ?
（記述混乱 ?）

45a–47a 7 Bīnān t-a+，管理部占有 >t-a

文書調査 1074-4 ///

47a 8 Jajīn t-a+ >t-a

文書調査 1074-4 ///

帰属確認 >

47a 9 KhBRANQ t-a+，管理部占有 >t-a

47a–47b 10 Janzaq t-a+ >t-a

2/文書調査 1074-4 ///

47b 11 Chūra/Jūra 2/四囲，来歴，bāyir >2/

（1074?）卯年管理変化 ///

文書調査 1074-4 ///

Shaykhāvand（Ma‘ṣūm Beg），寅年再占有 ///

47b–48b 12 Ḥasanbārū t-a+，管理部占有 >t-a

48b–50b 13 Ḥafṣābād t-a+，管理部占有 ? >t-a

文書調査 1074-4 ///

49b–50b 14 Ḥamīdābād 寅年再占有，Shaykhāvand占有勅令 >Shaykhāvand占有勅令

49b–50b 15 Khwājīm 寅年管理変化？ ///

文書調査 1074-4 ///

t-a+ >t-a

50b–51b 16 Khawra Shīrān t-a+，物件追加（占有率） >本文挿入

Shaykhāvand占有，再占有（Shaykh Sharīf Beg管財時代）///

50b–51b 17 Dārābad ［119］再占有（Shaykh Sharīf Beg管財時代） ///

50b–51b 18 Dīgāh Bārūq ［119］t-a+，耕作者 >t-a

51b 19 Dalbīsābād 落丁 t-n+zabt

52b 20 Rūdjān 落丁 t-n+zabt

52b–53a 21 Rū’indaraq 落丁 t-a

53a 22 Zara Nās 落丁 t-a

53a 23 Sarkjan 落丁 落丁

53a 24 Suhāka 落丁 落丁

53a 25 Shīrān wa 
mazra‘a-’i Yāmchī

落丁 t-a

53a–53b 26 Ṣadīqa Dih 落丁 t-a

54a 27 Ṣūma‘a-’i 
Muẓaffarī

落丁 ///

54a–55a 28 ‘Alqābād ［120］（末尾のみ）耕作者 t-a

55a–55b 29 空欄［BQrābād］ 空欄 物件項目なし？

55b–58b 30 ‘Amūqīn t-a+ >t-a

58b–59a 31 Qazān Balā’i t-a+，耕作者 >t-a

59a–61b 32 Qaṣaba t-n+，耕作者 t-a（管理変化 ?）



63渡部良子：アブディー・ベグ版不動産目録写本の作成と管理

60a–61b 33 Kājrān t-a >t-a

60a–61b 34 Kārīm 丑年 1074再占有→ijāra条件 >簡略化

Shaykhāvand占有勅令 >

60a–61b 35 Karda lū t-a，文書調査 >t-a

60a–61b 36 Kalkhūrān t-a >t-a

soyurghal ///

62a 37 Gilinahār t-n >t-n+kharāb

62a–62b 38 Gulvarānvīnd t-a >t-a

62a–62b 39 KMShkān 寅年管理変化→ijāra t-a，ijāra

3/文書調査 1074-4，Shaykhāvand占有→売却Khvāja 
Sulṭān Qājār

///

62a–62b 40 Kanās ?，賃貸 Būsjīn 耕作者 Būsjīn

62b 41 Kanjūsh t-n >t-n

63a–65a 42 Kūrān 帰属確認 t-a

65a–66a 43 Kūradūl t-a >t-a

文書調査 1074-4 ///

66a 44 Lahāyiq t-a，丑年 1074再占有→ijāra，物件追加（2ダーング半追加）>簡略化

66b–67a 45 Mas‘ūdābād ijāra/ ? 帰属確認

66b–67b 46 Mindīshīn t-a >t-a

文書調査 1074-4 ///

67b–68a 47 Miyānrūdān ? ///

（Miyān Zir‘ān）丑年 1074年管理変化→ijāra t-a

67b–68a 48 Miyān Zir‘ān ijāra >ijāra, t-a

kharāb ///

67b–68a 49 Mīrinī t-a >t-a

物件追加 ＞簡略化→立項

70b–71a 50 Nawdīh-i 
Dārmarz-i Suflā

t-a >t-a

71a 51 Nawdīh-i Rustāq 文書調査，帰属確認 >

71b 52 Varāzjird 3/物件追加 Varka Sarān，Shaykhāvand占有勅令，丑年
1074再占有

＞立項

t-n+ Qarāqāshlū占有 >t-n+zabt

71b–72a 53 その他の土地 t-n+，?????占有 ///


